
大
幅
な
賃
上
げ
で

人
手
不
足
の
改
善
を

愛
知
県
医
労
連
は
、
4
月
26
日

に
豊
橋
で
「
東
三
河
ナ
ー
ス
・
メ

デ
ィ
カ
ル
ウ
ェ
ー
ブ
」
、
5
月
10

日
に
は
名
古
屋
で
「
ド
ク
タ
ー
・

ナ
ー
ス
・
介
護
ウ
ェ
ー
ブ
」
を
そ

れ
ぞ
れ
開
催
し
ま
し
た
。

「
東
三
河
ナ
ー
ス
・
メ
デ
ィ
カ

ル
ウ
ェ
ー
ブ
」
で
は
38
人
が
参
加

し
、
昨
年
を
上
回
る
規
模
と
な
り

ま
し
た
。
日
本
医
労
連
書
記
次
長

で
看
護
対
策
委
員
会
事
務
局
長
の

松
田
加
寿
美
さ
ん
か
ら
、
看
護
師

を
取
り
巻
く
情
勢
や
看
護
の
歴

史
、
世
界
と
の
比
較
に
つ
い
て
講

演
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
豊

橋
駅
前
で
署
名
宣
伝
行
動
を
実

施
。
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
10
人
か

ら
、
現
場
の
深
刻
な
人
手
不
足
の

状
況
や
、
職
員
の
増
員
と
処
遇
改

善
の
必
要
性
が
語
ら
れ
、
道
行
く

人
々
に
署
名
へ
の
協
力
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。署
名
宣
伝
行
動
で
は
、

わ
ず
か
40
分
ほ
ど
で
1
1
9
筆
が

集
ま
り
ま
し
た
。

名
古
屋
で
の
「
ド
ク
タ
ー
・
ナ

ー
ス
・
介
護
ウ
ェ
ー
ブ
」
で
は
、

43
人
が
参
加
し
、
デ
モ
行
進
し
な

が
ら
「
看
護
と
介
護
の
質
を
向
上

さ
せ
る
為
に
は
、
人
材
を
確
保
す

る
大
幅
な
賃
上
げ
が
必
要
」
な
ど

と
訴
え
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
「
看
護
の
日
・
看
護
週
間
行
動
」
と
「
介
護
を
良
く
す
る
ア

ク
シ
ョ
ン
月
間
（
５
月
）
」
で
は
、
全
国
各
地
で
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
た
報
告
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

責
任
の
重
さ
に

見
合
っ
た
賃
金
を

京
都
医
労
連
は
5
月
11
日
、
四

条
烏
丸
交
差
点
で
「
25
春
の
ナ
ー

ス
ウ
ェ
ー
ブ
」を
開
催
し
ま
し
た
。

「
大
幅
増
員
・
夜
勤
改
善
」
署
名

宣
伝
行
動
を
行
い
、
35
人
が
参
加

し
て
46
筆
を
集
約
し
ま
し
た
。

宣
伝
行
動
中
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク

で
は
、
深
刻
な
人
手
不
足
の
中
で

強
い
ら
れ
て
い
る
過
酷
な
労
働
環

境
に
つ
い
て
11
人
が
訴
え
ま
し

た
。
「
長
時
間
労
働
が
当
た
り
前

と
な
り
、
常
に
忙
し
い
。
本
来
行

う
べ
き
看
護
が
十
分
に
で
き
て
い

な
い
と
感
じ
る
」
「
長
時
間
労
働

に
加
え
、
患
者
の
い
の
ち
を
預
か

る
責
任
の
重
さ
に
見
合
わ
な
い
低

賃
金
で
は
、
働
き
続
け
る
こ
と
が

難
し
い
」
な
ど
、
現
場
の
切
実
な

声
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

賛
同
の
声
相
次
ぐ

１
時
間
で
２
６
０
筆

宮
城
県
医
労
連
は
、
5
月
11
日

に
仙
台
市
内
で
「
メ
デ
ィ
カ
ル
ウ

ェ
ー
ブ
」
を
開
催
。
60
人
が
参
加

し
、
集
会
と
署
名
宣
伝
行
動
を
行

い
ま
し
た
。
ま
ず
、
仙
都
会
館
で

開
催
さ
れ
た
集
会
で
は
、
日
本
医

労
連
中
央
執
行
委
員
で
看
護
対
策

委
員
の
齋
藤
由
美
子
さ
ん
よ
り
、

「
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
（
メ
デ
ィ
カ

ル
ウ
ェ
ー
ブ
）
の
歴
史
と

署
名
の
力
を
学
び
運
動
に

活
か
そ
う
」
と
題
し
て
講

演
を
受
け
ま
し
た
。
講
演

後
は
、
仙
台
駅
前
に
移
動

し
、
署
名
宣
伝
行
動
を
実

施
。
医
療
・
介
護
現
場
で

は
長
時
間
労
働
に
よ
り
離

職
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど
を

訴
え
な
が
ら
、
人
材
確
保
や
賃
金

の
引
き
上
げ
、
夜
勤
回
数
の
制
限

な
ど
を
求
め
て
「
大
幅
増
員
・
夜

勤
改
善
署
名
」
へ
の
協
力
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
署
名
に
協
力
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
か
ら
は
、
「
人
員

不
足
な
ん
で
す
ね
。
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
」
「
家
族
が
救
急
車
で
3

つ
も
病
院
を
回
っ
て
や
っ
と
入
院

出
来
ま
し
た
」「
看
護
師
さ
ん
の
人

数
は
も
っ
と
必
要
だ
と
思
い
ま

す
」な
ど
、多
く
の
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
1
時
間

の
署
名
活
動
で
2
6
0
筆
を
集
約

し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
に
は
ｔ
ｂ
ｃ
東

北
放
送
、
朝
日
新
聞
、
河
北
新
報

が
取
材
に
訪
れ
、
報
道
さ
れ
ま
し

た
。

現
場
の
窮
状
を

訴
え
る

山
口
県
医
労
連
は
5
月
12
日
、

「
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
」を
開
催
し
、

12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
学
習
会

は
山
口
県
教
育
会
館
で
行
わ
れ
、

金
沢
星
稜
大
学
の
曽
我
千
春
教
授

よ
り
、
「
社
会
保
障
の
『
構
造
改

革
』
路
線
を
乗
り
越
え
る
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
講
演
を
受
け
ま
し

た
。ま

た
、
医
療
政
策
課
と
の
要
請

懇
談
を
実
施
し
、
ケ
ア
労
働
者
の

賃
上
げ
を
実
現
す
る
報
酬
の
期
中

改
定
を
国
に
求
め
る
こ
と
を
要
請

し
、現
場
の
窮
状
を
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
道
場
門
前
商
店
街
で
署

名
宣
伝
行
動
を
行
い
、
30
分
で
37

筆
の
署
名
を
集
め
ま
し
た
。

2
0
1
4
年
6

月
、
訪
れ
る
高
齢

化
社
会
に
も
耐
え

う
る
医
療
提
供
体

制
を
構
築
す
る
た

め
「
地
域
医
療
構

想
」
が
制
度
化
さ

れ
、
厚
生
労
働
省
は
こ
の
間
、
公

立
・
公
的
病
院
4
2
4
病
院
を
名

指
し
、
再
編
を
求
め
て
い
た
。
そ

の
後
、
10
回
の
重
点
支
援
区
域
を

選
定
し
、
13
都
道
府
県
23
地
区
に

病
床
機
能
の
再
編
支
援
を
手
厚
く

実
施
。
地
域
医
療
総
合
確
保
基
金

の
優
先
配
分
を
行
っ
て
い
る
。
そ

し
て
今
年
は
1
床
約
2
0
0
万
円

だ
っ
た
も
の
を
4
1
0
万
円
に
増

額
し
大
幅
削
減
を
呼
び
か
け
て
い

る
▼
診
療
報
酬
の
引
き
下
げ
で
病

院
経
営
は
苦
し
い
。
赤
字
を
言
い

訳
に
、
小
竹
町
立
病
院（
福
岡
県
）

は
54
床
病
床
削
減
し
、
無
床
診
療

所
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
▼
組
合

員
は
町
民
に
呼
び
か
け
「
町
立
病

院
を
守
る
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。

署
名
宣
伝
行
動
を
行
う
中
で
、
病

院
存
続
を
願
う
町
民
が
多
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
小
竹
町
に
は
町
立

病
院
し
か
入
院
施
設
は
な
い
。
町

長
は
「
町
を
丸
ご
と
病
院
と
と
ら

え
、
各
家
庭
を
病
床
と
み
な
し
安

心
し
て
最
後
ま
で
我
が
家
で
暮
ら

せ
る
街
を
め
ざ
す
」
と
言
っ
て
い

る
。
高
齢
独
居
が
多
い
町
で
、
な

ぜ
そ
ん
な
こ
と
が
言
え
る
の
か
。

1
床
4
1
0
万
円
に
目
が
く
ら
ん

だ
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い

が
、
国
の
や
り
方
は
ベ
ッ
ド
を
減

ら
せ
れ
ば
、
地
域
は
ど
う
な
っ
て

も
い
い
と
い
う
提
案
と
し
か
思
え

な
い
▼
政
府
の
や
ろ
う
と
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
。
国
民
の

未
来
に
光
は
あ
る
の
か
。
7
月
参

議
院
選
挙
が
行
わ
れ
る
。
大
事
な

1
票
、
考
え
て
投
票
に
行
こ
う
。

ＧＮＵ（世界看護師連合）のプラカー
ドを掲げる山口県医労連のみなさん
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「ドクター・ナース・介護ウェーブ」
名古屋市内をデモ行進の様子

取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめてててててててててててててててててててててててててててててててて大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅幅増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善
―ナースウェーブ・介護アクション―

山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口

愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知

宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城

「東三河ナース・メディカルウェーブ」豊橋駅前にて

愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知

京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都

購読の申しこみは

日本医労連へ
購 読 料 年間1，500円（送料込）

（組合員の購読料は組合費に含む）
送金口座 中央労金荒川支店（普通預金）1123296

郵便振替00160-6-84866
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（2）第1850・51号（毎月第2・4木曜日発行）（第三種郵便物認可）医 療 労 働 者（ ）昭和36年9月15日
第三種郵便物認可2025年5月22日（3）



（4）第1850・51号（毎月第2・4木曜日発行）医 療 労 働 者（ ）昭和36年9月15日
第三種郵便物認可2025年5月22日

日本医労連規約第10条、第11条にもとづき第75回定期大会
の開催を下記の通り告示します。

記
1．開催日時
2025年7月22日（火）13時30分～7月24日（木）12時

2．開催地
おごと温泉 琵琶湖グランドホテル
〒520－0101 滋賀県大津市雄琴6丁目5－1

3．大会構成員
規約第13条により大会構成員を次のとおりとします
（1）代議員 181名
（2）特別代議員 青年協・女性協 各2名
（3）役員 中央執行委員 38名

会計監査委員 3名
（4）選挙管理委員 4名

4．大会議事
（1）2024年度会計報告・会計監査報告
（2）第1号議案「2025年度運動方針（案）」
（3）第2号議案「大幅増員と夜勤規制を

めざすアクションプラン（案）」
（4）第3号議案「2025年度予算（案）」
（5）第4号議案「規定の改正に関する提案」
（6）日本医労連共済「事業報告、事業方針」
（7）2025年度日本医労連役員選挙
（8）その他

※詳細は医労連発第194号を参照してください

日本医労連・労働安全衛生対策委員会は、身
体的不安と仕事の効率低下、および休業せざる
を得ない要因ナンバーワンである腰痛につい
て、下記のとおりオンライン学習会を開催しま
す。
1．開催日時
2025年6月10日（火）18：30～20：00
2．テーマ
「腰は身体の要！～腰痛を知って・
備えて・上手につきあう方法教えます～」

3．講師
日本医労連 花澤直樹中央副執行委員長
（理学療法士）

4．Zoom（参加費：無料）
ミーティングID：99236739550
パスコード ：124506
※事前登録制ですが、当日参加もＯＫです

【パズル解答】1849号の答えは「プラスチック」
でした。正解者の中から抽選でクオカードを贈呈
します。
【応募方法】①組合（病院）名、②職種、③氏名、
④郵便番号、⑤住所を記入し、解答を6／19（木）
までにご応募ください。「読者のページ」もご寄
稿下さい。
【応募先】
〒110‒0013 台東区入谷1‒9‒5
「日本医労連教育宣伝局」
ＦＡＸ：03-3875-6270
E-mail：n-ask@irouren.or.jp

後
遺
障
害
の
給
付
手
厚
い

医
労
連
共
済
の
魅
力
の

ひ
と
つ
に
入
院
給
付
・
休

業
給
付
が
あ
り
、
医
労
連

共
済
加
入
者
の
多
く
が
セ

ッ
ト
7
型
＋
医
療
16
口
で

加
入
し
て
、
入
院
1
万
円

・
休
業
5
千
円
の
保
障
を

準
備
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
病
気
・
ケ
ガ
の
保
障
は

入
院
給
付
・
休
業
給
付
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
医

労
連
共
済
は
後
遺
障
害
の

保
障
が
魅
力
で
す
。

他
に
は
な
い
大
き
な
保
障

Ｃ
Ｍ
で
み
る
○
○
共
済

や
民
間
保
険
で
も
後
遺
障

害
の
保
障
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
多
く
が
「
病
気
・

ケ
ガ
の
場
合
は
高
度
障
害

に
限
る
」
「
不
慮
ま
た
は

交
通
事
故
に
限
る
」
と
な

っ
て
お
り
、
給
付
の
機
会

が
大
き
く
絞
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
医
労
連
共

済
は
労
働
基
準
施
行
細
則

別
表
2
の
1
級
〜
14
級
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。
他

で
は
対
象
と
な
ら
な
い

「
透
析
開
始
」
「
子
宮
全

摘
」
「
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

植
込
み
」「
胆
嚢
摘
出
」な

ど
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

生
命
保
障
が
給
付
の
基
準

後
遺
障
害
は
死
亡
保
障

の
額
を
最
高
保
障
額
と
し

て
等
級
で
給
付
額
が
決
ま

り
ま
す
。
同
じ
等
級
で
も

加
入
型
式
で
給
付
額
は
変

わ
り
ま
す
。
加
入
の
際
の

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

２
交
替
シ
フ
ト
制
の
夜

勤
５
割
超
に

日
本
医
労
連
は
7
月
の
定

期
大
会
で
、
1
月
の
中
央
委

員
会
に
予
備
提
案
し
た
「
な

く
そ
う
！
長
時
間
夜
勤
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
（
大
会
で

は
「
大
幅
増
員
と
夜
勤
規
制

を
め
ざ
す
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
案
」）を
本
提
案
し
ま
す
。

大
幅
増
員
や
夜
勤
規
制
は

医
労
連
の
取
り
組
み
の
な
か

で
も
最
重
要
課
題
で
あ
り
、

と
り
わ
け
夜
勤
問
題
は
24
時

間
・
3
6
5
日
切
れ
目
の
な

い
医
療
・
介
護
・
福
祉
を
提

供
す
る
ケ
ア
労
働
者
の
労
働

環
境
を
考
え
る
上
で
避
け
て

は
通
れ
な
い
課
題
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
夜
勤
労
働
に
大

き
な
変
化
が
生
じ
て
い
ま

す
。
2
0
2
4
年
度
夜
勤
実

態
調
査
（
月
刊
医
療
労
働
12

月
号
）
で
は
、
8
時
間
以
上

の
長
時
間
勤
務
と
な
る
2
交

替
シ
フ
ト
制
に
よ
る
夜
勤

（
以
下
、
2
交
替
夜
勤
）
の

割
合
が
1
9
8
2
年
の
調
査

開
始
以
来
、
初
め
て
5
割
を

超
え
ま
し
た
。
看
護
協
会
の

調
査
（
2
0
2
4
年
病
院
看

護
実
態
調
査
報
告
書
）
で
も

圧
倒
的
に
2
交
替
夜
勤
が
多

く
な
っ
て
お
り
、
長
時
間
夜

勤
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

夜
勤
の
有
害
性
と
夜
勤

従
事
者
の
意
識

そ
も
そ
も
、
夜
勤
労
働
自

体
が
人
間
の
生
体
リ
ズ
ム
に

反
す
る
働
き
方
に
な
る
た

め
、
有
害
で
あ
る
こ
と
が
海

外
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
（
「
健
康

リ
ス
ク
」
）
。
ま
た
、
長
時

間
働
く
こ
と
自
体
も
、
健
康

に
と
っ
て
良
く
な
い
こ
と
は

自
明
で
す
。
そ
れ
な
の
に
、

2
交
替
夜
勤
が
広
が
っ
て
い

る
背
景
に
は
、
シ
フ
ト
制
労

働
に
は
生
活
（
リ
ズ
ム
）
と

の
関
係
で
働
き
づ
ら
さ
が
生

じ
る
（
生
活
リ
ス
ク
）
と
い

う
、
夜
勤
に
従
事
す
る
者
に

と
っ
て
切
実
な
問
題
が
あ
り

ま
す
。

一
般
的
に
、
始
業
・
終
業

の
パ
タ
ー
ン
が
多
く
な
れ
ば

多
く
な
る
ほ
ど
、
仕
事
か
ら

受
け
る
制
約
も
多
く
な
る
た

め
自
分
の
生
活
の
自
由
度
は

低
く
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

健
康
リ
ス
ク
を
考
え
た
正
循

環
に
よ
る
3
交
替
夜
勤
の
モ

デ
ル
と
な
る
「
準
夜
勤
↓
休

日
↓
深
夜
勤
」
と
い
う
働
き

方
は
、
「
休
日
」
が
疲
労
回

復
と
深
夜
勤
の
準
備
に
費
や

さ
れ
、
本
来
の
「
自
分
の
自

由
な
活
動
時
間
」
と
は
ほ
ど

遠
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

自
分
の
「
休
日
」
は
自
分
の

た
め
に
使
い
た
い
、
で
も
そ

う
す
る
と
夜
勤
に
影
響
す
る

と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
、
健
康

リ
ス
ク
の
高
い
2
交
替
夜
勤

を
選
択
さ
せ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
夜
勤

従
事
者
の
意
識
の
な
か
で

は
、
「
働
き
づ
ら
さ
」
と
し

て
実
感
す
る「
生
活
リ
ス
ク
」

は
、「
生
活
習
慣
病
」や「
発

が
ん
性
」
の
よ
う
な
長
年
の

夜
勤
経
験
の
な
か
で
蓄
積
さ

れ
、
発
現
す
る
「
健
康
リ
ス

ク
」
よ
り
「
解
決
し
た
い
問

題
」
と
し
て
勝
っ
て
し
ま
う

の
で
す
。

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を

成
功
さ
せ
よ
う

夜
勤
労
働
に
伴
う
有
害
性

な
ど
の
リ
ス
ク
は
な
く
な
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
2

交
替
夜
勤
の
方
が
働
き
や
す

い
」
「
3
交
替
夜
勤
の
方
が

疲
れ
な
く
て
安
全
」
と
い
う

議
論
だ
け
で
は
、
一
部
分
の

リ
ス
ク
を
回
避
し
て
い
る
だ

け
で
、
リ
ス
ク
そ
の
も
の
を

低
減
す
る
こ
と
に
は
つ
な
が

り
ま
せ
ん
。そ
の
意
味
で
は
、

日
本
医
労
連
が
要
求
す
る

「
準
夜
勤
↓
勤
務
免
除
↓
深

夜
勤
」
は
「
生
活
リ
ス
ク
」

の
低
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

例
え
ば
、
夜
勤
の
科
学
的
な

知
見
を
も
と
に
ま
と
め
ら
れ

た
国
際
基
準
「
ル
ー
テ
ン
フ

ラ
ン
ツ
9
原
則
」
に
は
「
勤

務
時
刻
は
個
人
レ
ベ
ル
で
融

通
性
を
」と
い
う
原
則
や「
夜

勤
は
短
く
す
る
」
と
い
う
原

則
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を

実
行
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
現

行
の
夜
勤
体
制
や
看
護
配
置

基
準
で
は
到
底
足
り
な
い
の

は
明
ら
か
で
す
。
リ
ス
ク
を

低
減
さ
せ
る
た
め
に
何
が
必

要
か
と
い
う
こ
と
を
、
学
習

を
通
し
て
私
た
ち
自
身
が
考

え
、
よ
り
安
全
で
リ
ス
ク
の

少
な
い
夜
勤
を
考
え
よ
う
と

い
う
の
が
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
」
の
目
的
の
一
つ
に
な

っ
て
い
ま
す
。
医
療
・
介
護

の
安
全
・
安
心
と
、
何
よ
り

労
働
者
の
健
康
と
は
た
ら
き

や
す
さ
を
追
求
す
る
た
め

に
、「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

米
沢
哲

学習を深め、より安全でリスクの少ない夜勤労働を追求しよう

日本医労連 第７５回定期大会告示
腰痛学習会の開催について

腰痛体操もたくさん紹介
腰は身体のまさに 要
腰痛を知って防いで上手につきあおう

後遺障害も大きな魅力




